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本図における布田川断層は，西原村布田
ふ た

付近から甲佐町
こうさまち

白旗
しらはた

付近に延びる全体として右横ず

れ変位と北西側低下を主体とする断層である．本図葉内においても益城町田中や布田付近をは

じめとして複数箇所で河谷や火山の山体の右横ずれの変位が確認できる．今回の調査により熊

本地震による変位地形が御船
み ふ ね

町より南方にスムーズにつながることから，布田川断層の範囲を

甲佐町白旗までとした．また布田川断層は，益城町上
かみ

陳
じん

付近で西方に延びる断層と分岐し，さ

らに南方で同町砥
と

川
がわ

付近において北甘木断層に分岐する． 

出
いで

ノ
の

口
くち

断層は，布田川断層の南側の山麓基部を並走する全体として北西側低下を主体とする

縦ずれを伴う断層である．西原村宮山から出ノ口付近では，北西側低下の断層と平行する南東

側低下の断層が並走している．熊本地震により出ノ口断層沿いに出現した地震断層は，主に北

西側低下の正断層性の変位が卓越している． 

北甘木
きたあまぎ

断層は，布田川断層と益城町砥川付近で西方に分岐する東北東－西南西走向の断層で，

断層の連続性をみると布田川断層の一部を構成していると考えられる．断層が並走し，小規模

な地溝帯を形成している． 

これらの断層は，前回の調査（池田ほか，2001）と比較して断層位置が大きく異なるような

部分は認められなかった．熊本地震の際には，これらの断層線に概ね沿う形で多数の右横ずれ

の変位が卓越する地震断層が確認されたが，益城町三竹や同町福原
ふくわら

では地震断層がステップ

し，北西―南東方向の左横ずれの変位をもつ地震断層も確認された（熊原ほか，2016）．一方，

北甘木断層から西に延びるとしている断層線（布田川断層帯宇土区間の一部（地震本部，2013））

については，熊本平野の沖積低地上に断層変位地形を確認できなかったため，本調査では認定

しなかった． 

 

本図における日奈久
ひ な ぐ

断層は，甲佐町田口付近から熊本市南区宮原
みやのはら

付近までの，全体として

北東から南西方向に延びる西側隆起を主体とする断層である．熊本地震による地震断層の末端

の位置などから，日奈久断層の範囲は甲佐町白旗以南とした．今回の調査により，緑川左岸の

段丘面では背斜構造（活褶曲）及び地形面の傾動を新たに認定した．  

 

今回の調査により，益城町寺迫から同町広崎の断層，水前寺断層，立田山断層を活断層と認

定した．益城町寺迫から同町広崎の断層は，益城町上陳付近で布田川断層から分岐する断層で，

益城町中心部から熊本市街地の段丘面の南縁に沿って地形の変位（谷の右横ずれ，活撓曲）が

確認できたことから新たに活断層として認定し，布田川断層の一部と位置づけた． 
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益城町内では，熊本地震より活断層上ではない沖積低地上に地震断層が出現したが活断層と

して認定しなかったのは，沖積低地には比較的新しい地層が堆積し，過去の地震活動による変

位地形を認めにくいためである（鈴木ほか，2016）． 

なお，地震調査研究推進本部の長期評価（2013）ではこの区間を木山断層としているが，今

回の調査で活断層と認定した断層との位置関係や変位の向きについて精査が必要であるため，

断層名称は表示していない． 

水前寺断層は，熊本市中央区渡
と

鹿
ろく

付近から同市東区沼山津
ぬ や ま づ

付近にかけて複数の断層が並行す

る断層である．熊本市東区健軍
けんぐん

付近では Aso-4火砕流（約 9万年前）や Aso-3火砕流（約 12

万年前）の層準が段丘面の変位量より大きいという変位の累積性を示している（Goto et al., 

2017）こと，熊本地震による地震断層が一部で確認されたこと，また段丘面に明瞭な撓曲崖が

認められたことから新たに活断層として認定した．水前寺断層付近で確認された地震断層の変

位量は数 cmといずれも小さく（Goto et al., 2017），本断層の活動による地震発生の潜在的な

危険性が残っていると考えられる． 

立田山断層は，熊本市北区立田山西縁に南北に沿って分布し，全体的に東側隆起する縦ずれ

を伴う断層である．一部は前回の調査（池田ほか，2001）で推定活断層とされていたが，今回

の調査により，地形的な変形が確認できたため，並行して西側に隣接する断層と共に新たに活

断層として認定した．熊本地震ではこの付近に地震断層は生じなかった． 

（広島大学准教授 熊原康博） 
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